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インターネット利用者の全体像インターネット利用者の全体像

2003年3月ニューメディア開発協会調べ

モバイル加入者：6,246万人

ISP加入者：3,344万人

企業利用者
2,797万人

学校利用者
436万人

官公利用者
135万人

小中高、大学、
短大、高専、職員

中央省庁、独立行政法人、
特殊法人、地方自治体

携帯電話の利用者が大きな割合を占めている
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携帯電話の普及状況携帯電話の普及状況
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2004年9月のマーケットシェア
NTT DoCoMo 55.9%
KDDI au 21.5%
Vodafone 18.0%
その他 4.6%
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インターネット接続可能なものは全体の86%である
第3世代の普及があり、動画利用が始まっている
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インターネットの良い点インターネットの良い点

インターネットは私達の生活を
豊かにし、個人のライフスタイ
ルの可能性を広げる道具

インターネット上には多くの役
に立つ情報、世界各国ニュー
ス、私たちの知識の幅を広げ
る情報が存在する
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ポルノや暴力画像、他人に対する誹謗中傷など、子ども
に見せたくない不適切な（有害な）情報も存在する。

インターネットの悪い点インターネットの悪い点

不適切な（有害な）情報の例
アダルトサイト（ポルノ画像など）

出会い系サイト

暴力残虐画像を集めたサイト

他人の悪口や誹謗中傷のサイト

犯罪を助長するようなサイト

毒物や麻薬情報を載せたサイト
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インターネット関連の事件・トラブルインターネット関連の事件・トラブル

アダルトサイトに起因した事件・トラブル
架空料金請求の多発
ウィルス・スパイウェアの感染

コミュニティサイトに起因した事件・トラブル
長崎佐世保小学生殺害事件
ネット集団自殺の増加
殺害予告、殺害依頼
出会い系サイト関連事件

オンラインゲームに起因した事件・トラブル
アイテムの現金取引、窃盗など
ゲーム中毒

その他の事件・トラブル
迷惑メール
ファイル交換ソフトを通じた著作権侵害
児童ポルノ関連事件
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フィルタリングフィルタリングとはとは



9

フィルタリング情報ページフィルタリング情報ページ
http://www.iajapan.org/rating/
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フィルタリングによるフィルタリングによる
選択肢の提供選択肢の提供

選択肢１: 情報倫理教育

アクセス管理はしない。良い指導者（両親、先生）が必要である。→
ルール＆マナーのテキスト、ルール＆マナー検定

選択肢２： ブラックリストのサイトをブロック

ブラックリストにもとづくアクセス管理。不適切情報を１００％ブロックで
きる訳ではない。

選択肢３： ホワイトリストのサイト以外をブロック

ホワイトリストにもとづくアクセス管理。良いホワイトリストが少ない。
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法規制などの法規制などの状況状況

東京都
2004年11月より、第２６期青少年問題協議会が開催され、それを受けて条例
改正の予定。
2005年4月より、改正条例施行（フィルタリングについては、10月から施行）。
インターネット接続事業者（プロバイダ）、携帯電話事業者などに対するフィルタ
リングサービス提供および勧奨、インターネットカフェの共用端末へのフィルタリ
ングの導入、両親のフィルタリング導入義務が盛り込まれる。

福島県
2004年3月に青少年健全育成条例を改正、図書館やインターネットカフェなど
の共用端末へのフィルタリングの適用などを求める。

大阪府
2003年7月から図書館やインターネットカフェなどの共用端末へのフィルタリン
グの適用などを求める。
両親にもフィルタリングの導入の努力義務を課すように、再改正の方向にある。

警察庁
2003年9月から、出会い系サイト規制法（正式名称：インターネット異性紹介事
業を利用して児童を誘引する行為の規制等に関する法律）が施行されている。
「児童の保護者は、児童による出会い系サイトの利用を防止するために必要な
措置を講ずるよう努めなければならない」としている。
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インターネットにおける

ルール＆マナー検定ルール＆マナー検定
期間：2005年4月上旬～6月上旬

子供向けとして、日本で第２回目を
近く実施。
目的：インターネットを楽しく安全に
利用するために知っておくべき、
ルールとマナーの知識を、客観的に
測定する。
検定方法：メールアドレスによる受検
者認証と、ウェブ上での選択肢問題
に対する回答 。
出題内容：「ルールとマナー検定こど
もばん」公式テキストから30問。
受検料：無料。希望者には、有料で
合格証カードを発行。
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インターネットホットライン連絡協議会インターネットホットライン連絡協議会
http://www.iajapan.org/hotline/

参加団体の消費者センター、
警察、弁護士、セキュリティ専
門機関、著作権専門機関、ボ
ランティア機関、などを紹介。

原則として電子メールで相談
を受け付けているが、電話で
の相談もある。
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次のステップ次のステップ

フィルタリング機能の普及
認知度を上げる

フィルタリングの存在を知る
条例などの動きと連携をする

誤解を解く＝利点・欠点を知る
導入により問題解決ではない
情報を制限するのは良くないか

メディアリテラシーの向上
インターネットはメディアである

メール／ブラウザの操作法だけでは不十分
人との付き合いをするための道具である

ルール＆マナー検定（大人版、こどもばん）
公式テキスト：４月上旬から発売
次回検定は、４月上旬から６月上旬まで
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ご静聴ありがとうご静聴ありがとう
ございましたございました

ご質問は

Kokubu@iajapan.org
まで

mailto:Kokubu@iajapan.org
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